


































あるカテゴリに属する 4つの対象を,ひとつずつ連続して呈示された場合 (例 :晒乳類であればゾウ,
ウマ,イヌ,ウシなど),被験体がそれらの共通性を認識し,同じカテゴリの成員としてグループ化し
たならば,刺激対象の呈示回数が進むにつれて,被験体の反応時間が減少すると予想される.一方,呈
示された刺激を同じカテゴリの対象として認識しないのであれば,そのような反応時間の減少 (馴化)
は起こらないと考えられる.実験の結果,チンパンジー乳児が,上述の4つのカテゴリからの対象をグ
ループ化することが示唆された.さらに,被験体がこれら4つのカテゴリを,より包括的なカテゴリで
ある ｢動物カテゴリ｣としてグループ化するかについても同様の方法によって調べたが,その証拠は得
られなかった.今回の結果は,チンパンジー乳児が,上位レベルのカテゴリを自発的に形成するという
新しい発見を示唆する.
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ニホンザルによる農作物被害対策の一環として,当試験場で試作した簡易防護柵等による侵入防止
効果を検討するとともに,昨年に引き続き食害を受けにくい農作物を選定する基礎資料を得る長め,各
種農作物に対する年齢別,採食経験別の噂好性を検討した.簡易防護柵の侵入防止効果は,侵入試行回
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